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利用・用途・応用分野

基板上への電子部品の実装、半導体接合部材の製造

目的・課題 解決ポイント

半導体部材等を接合する際、接合時
に液相になった接合材の金属が半
導体部材等の内部に拡散し易く、
半導体部材等の性能劣化をもたらす
問題があった。

接合部材の少なくとも一方の部材が、
陰極電解水素吸蔵法により、表層部
に水素を吸蔵させた水素吸蔵性部
材面を圧接し、水素吸蔵部材から水
素が放出される温度以上、７００℃以
下で且つ界面に液相を生ずる温度よ
り低い温度で加熱することを特徴と
する半導体接合部材の製造方法。研究概要・アピールポイント
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発明の名称：半導体接合部材の製造方法

半導体部材同士の接合、
半導体部材と金属部材の
接合、金属部材を中に
挟み両側面に金属部材・
セラミックス部材・半導体
部材でサンドイッチ構造の
３層接合で容易に適用
できることを実証した。
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